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■2024 年度 関連グループ支部Ⅱスタジオアルタ直轄分会総会 議事日程 

 

1. 開会宣言      支部執行委員長 

2. 資格審査報告     分会総会 運営委員長 

3. 書記任命      分会総会 議長 

4. 開会宣言      分会総会 議長 

5. 議事日程発表     分会総会 運営委員長 

6. 議題 

 

   第 1 号議案 審議決定事項 

Ⅰ. 2024 年度 6 月支給賞与要求（案） 

   第 2 号議案 報告事項 

Ⅱ．2024 年度 労使通年協議項目 

 

 

7. 委員長挨拶      支部執行委員長 

8. 閉会宣言      分会総会 議長 
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Ⅰ．2024 年 6 月支給賞与要求（案） 

（対象：社員・メイト社員・エルダースタッフ） 

１．スタジオアルタを取り巻く環境 

 １）2023 年度三越伊勢丹 HDS の業績  

＊スタジオアルタ直轄分会 2024 年度春の交渉議案書より再掲 

三越伊勢丹グループの第 3 四半期（2023 年 4 月～12 月）の業績は、百貨店業が基幹店を

中心に好調に推移したことで、総額売上高は前年を上回りました。販管費は売上連動費増があるも

経費構造改革による効果から想定よりも抑えることができたことから、営業利益は前年差＋163 億円

の増益となりました。 

＜三越伊勢丹グループ（連結） 第３四半期業績（4 月～12 月）＞ 

単位：億円 

端数切捨て 

第３四半期業績結果 

実績 前年差 前年比 

総額売上高 9,102 ＋906 111.1％ 

売上総利益 2,384 ＋225 110.4％ 

販管費 1,975 ＋61 103.2％ 

営業利益 409 ＋163 166.7％ 

※三越伊勢丹グループ第 3 四半期業績発表数値より抜粋 

 

２）三越伊勢丹 HDS 国内百貨店事業 売上速報（2023 年４~2024 年 3 月累計） 

                                           ※4 月 1 日 IR より抜粋・引用 
 

伊勢丹新宿本店・三越日本橋本店・三越銀座店を中心に、引き続き高付加価値商品の売上が

牽引し、売上前年比は㈱三越伊勢丹計で 117.3％、国内百貨店計で 112.5％でした。また、両

本店・三越銀座店の 3 店舗共に 9 ヵ月連続で 2018 年度を上回る実績で推移しています。 

カテゴリーではハンドバッグ、宝飾・時計、化粧品等が引き続き伸長しました。衣料品では、ラグジュアリ

ーブランドやデザイナーズブランドを中心に新作の春夏物に動きがあり、オケージョンニーズもみられまし

た。食品では、ギフトや手土産需要等で特に洋菓子や和菓子が人気でした。  

免税売上は春節があった２月を超え、単月で最高額の昨年 12 月に次ぐ高水準となりました。全体

購買傾向と同様にラグジュアリーブランドのハンドバッグや財布、宝飾・時計、化粧品など高付加価値

商品への関心が引き続き高い傾向になります。                    
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＜2023 年 4 月~2024 年 3 月 国内百貨店事業 売上＞ ＊4 月 1 日発表 IR より抜粋・引用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
3）2023 年度スタジオアルタの業績 

 

・2023 年 4 月～2024 年 2 月までの業績 

2024 年 2 月までの業績状況については、下期以降屋外ビジョンの案件が観光、エンタメ、外資系

を中心に受注が入ったことにより、広告事業が好調に推移しました。併せて店舗広告についても、新宿

店、銀座店の懸垂幕が堅調に推移しました。これにより営業利益は 299 百万円（予算比

122.2％）となりました。 

<スタジオアルタ 2023 年 4 月~2024 年 2 月業績> 

単位：百万円 4~2 月期 

実績 

予算比 予算差 前年比 前年差 2023 年度 

期初予測 

売上高 1,599 95.5％ ▲76 222.6% 881 1,810 

売上総利益 530 97.9％ ▲11 219.6% 289  

販管費 313 82.6% ▲66 214.0％ 167 

営業利益 299 122.2％ 54 315.3% 204   260 
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・2023 年度見込み 

2023 年度に定めたアクションプランは、特に事業構造に関する計画についてアルタビジョンのトップライ

ン向上は下期に入りエンタメ、観光、外資系などの複数案件を獲得したことで好調に推移しました。こ

れによりアルタビジョンの売上は 410 百万円（予算+10 百万円、前年+8 百万円）と、人流が回

復し大きくのばした昨年の売上も上回る結果となりました。❶ 

また生産性の向上についても、全社の要員数が増えた中、これまで担っていたメンバーの退職などがあ

りましたが限られた要員で効率を高めて業務に取り組んだことにより、一人あたり営利予算も上回る見

込みです。❷ 

上記を背景に年間業績については、営業総利益が予算ベースで推移し販管費も抑えられたことによ

り、営業利益は 350 百万円（予算比 134.6％）と予算を上回ることが見込まれています。 

 

＜参考：2023 年度アクションプラン（重要 KPI）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

  

項目 主な重要 KPI 

・顧客とつながる

CRM 戦略 

（１）MI お取組先クライアントとの関係性強化 

（２）アルタクライアントとの関係性強化と新規開拓 

既存上位 20 社リピート率：90% 

1000 万以上クライアント：13 件 

・高感度上質戦

略 

（１）高感度上質クライアントの獲得 部門貢献利益（収益配分額）：

265 百万（前比 331%） 

・連邦戦略 （１）基幹店メディアの整備 

（２）支店・地域百貨店への拡大 

（３）広告制作・装飾制作・イベント制作 

・他部門貢献利益 430 百万 

・他部門貢献利益 20 百万 

・内製化売上 200 百万、 

外販売上 50 百万 

・グループ基盤

（事業(収支)

構造戦略） 

（１）生産性の向上 

（２）主力事業のトップライン向上（アルタビジョン） 

・社員ひとりあたり営利：590 万 

・アルタビジョン売上：400 百万 

・中長期視点の

戦略項目 

（１）リテールメディア事業参入計画の推進 ・MI 版 SSP が出来上がり、24 年

度から稼働する状態 

・経営基盤 （１）個を活かす取組みの推進 

（２）地域創生にかかわる PR 事業の推進 

・e ラーニング 100%視聴 

・売上：20 百万 

❶ 

❷ 
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2. 賞与要求にあたっての組合の考え方 

１）基本的な考え方とこれまでの経緯 

・基本的な考え方と 2024 年度以降の賞与について 

賞与要求は、ベースとなる支給表をもとに業績評価指標を踏まえて水準を要求する半期交渉をおこ

なっています。特に業績状況を踏まえた加算要求については、6 月賞与時に制度とは別に要求してき

ました。 

併せて 2024 年度以降の賞与交渉は、2024 年度春の交渉にて改定した内容に基づき要求をして

いきます。主な変更点としては基本賞与の水準が年間 3 ヵ月となり、業績や期中の取組み成果を反

映するため、業績評価指標に基づき支給表を変動させる仕組みとなります。 

これにより、これまでおこなっていた支給表とは別に加算賞与を要求するイレギュラーの要求方法につい

ては今回の 6 月賞与が最終となります。 

・これまでの業績加算の経緯 

これまで単年度黒字が見込める際は 6 月支給賞与で加算要求をおこなっており、直近 2023 年 6

月支給では 2.0 ヵ月の加算をおこないました。 

＜参考：これまでの営業利益実績と賞与支給実績＞ 

年度 営業利益実績

（円） 

年間支給 

(ヵ月) 

12 月支給 

(ヵ月) 

6 月支給 

(ヵ月) 

加算要求 

（6 月支給・ヵ月） 

2016 年度 ▲31 百万 2.0 1.0 1.0 ― 

2017 年度 ▲717 百万 2.0 1.0 1.0 ― 

2018 年度 74 百万 2.5 1.0 1.0 0.5 

2019 年度 139 百万 3.5 1.0 1.0 1.5 

2020 年度 ▲27 百万 2.0 1.0 1.0 ― 

2021 年度 ▲99 百万 2.0 1.0 1.0 ― 

2022 年度 100 百万 4.0 1.0 1.0 2.0 
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２）2024 年 6 月賞与要求の考え方 

2023 年度は、自社が新たに担うグループにおけるハウスエージェンシーとしての役割を果たす為、アル

タのメンバーと三越伊勢丹からの出向者が一丸となり取り組んだ年度となりました。 

その中で新たな業務に取り組むメンバーも多くおり、グループ全体の広告ビジネスによる収益向上の実

現にむけ、グループで目指す方向性を意識しつつ自社の業績向上に取り組んできました。 

その結果アルタビジョンをはじめとする広告事業は堅調に推移し、売上、総利益共に前年・予算を上

回る結果につながりました。また本年度の要員体制は、これまで中核を担っていたメンバーが不在な

中、限られたメンバーで昨年以上の成果につなげるべく進めていきました。こうした 1 人 1 人の取組み

が営業利益 350 百万円につながったと捉えています。 

以上のことから 2024 年 6 月賞与については、ベースとなる賞与支給表の水準に加え、単年度黒字

化を達成したことに対する功労として、社員・メイト社員の賞与に対し、業績加算賞与を要求します。  

加算要求にあたっては、営業利益実績、予算比、前年比、前年差のほか、2023 年度の取組み成

果、加算賞与の支給による企業への影響、今後の目指すべき賞与水準を総合的に判断し、社員・メ

イト社員一律で基本賞与プラス 3.0 ヵ月の加算賞与を要求します。 

なお、加算要求 3.0 ヵ月にかかる原資は、組合試算で約 1,200 万円（※）となり、直ちに経営へ

の影響を及ぼす水準ではないと判断します。    

   （※）2024 年 1 月現在の平均本給×2024 年 4 月 1 日現在の在籍人数で試算 

この要求により、基本賞与と加算賞与を合算した 6 月賞与の水準は B 評価時で、社員 4.0 ヵ月

（2023 年度年間：5.0 ヵ月）、メイト社員 3.5 ヵ月（2023 年度年間：4.0 ヵ月）となります。

エルダースタッフについては 1.0 ヵ月（2023 年度年間：2.0 ヵ月）となります。 

 

 

<2023 年度年間賞与>                            （単位：ヵ月） 

雇用形態・資格 年間 12 月 
6 月 

合計 支給表 加算分 

社員ステージ B 5.0 1.0 4.0 1.0 3.0 

社員ステージ C 5.0 1.0 4.0 1.0 3.0 

メイト社員 4.0 0.5 3.5 0.5 3.0 

エルダースタッフ 2.0 1.0 1.0 1.0 ― 

 

   

  

審議決定事項 

今回要求 
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３.加算賞与の具体的な要求内容（対象：社員、メイト社員） 

 

 

 
 

 

 
 

４.賞与制度に関する具体的な内容（対象：社員、メイト社員、エルダースタッフ） 

  

 １）社員ステージ B 

➀評価分布 

      評価分布を以下の通り要求します。 

平均 B 評価以上とした分布とする 

②賞与支給表   

   支給表を以下の通り要求します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2024 年 6 月賞与支給にて、一律 3.0 ヵ月の 

業績加算賞与を要求します。 

単位:ヶ月

支給ヶ月 0.50

単位:ヶ月

評価 支給ヶ月

S 0.90

A 0.70

B 0.50

C 0.30

D 0.00

単位：ヵ月 

支給ヵ月 
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２）社員ステージ C 

➀評価分布 

      評価分布を以下の通り要求します。 

平均 B 評価以上とした分布とする 

②賞与支給表 

   支給表を以下の通り要求します。 

 

 

 

 

 

 

 

※2024 年 4 月１日に入社した者の初回賞与は一律 0.50 ヵ月を要求します。 

※2024 年４月１日にメイト社員より社員へ転換した者の６月初回賞与は 

右記の支給表で要求します。 

 

＜支給細則＞ 

社員の 2024 年 6 月賞与の支給対象・基準日・支給方法は、以下の通り要求します。 

 

 

 

 

 

 

  

a)支給対象 

2023 年 10 月１日から 2024 年 3 月 31 日まで勤務し、引き続き支給当日在籍している者。 

ただし、期間中欠勤・休職等のあるものは、それぞれ定めた支給方法で支給する。その際、欠勤日数・休職

日数等(育児休職・介護休職等※)は期間中の休日・連続休暇等を除く実質日数とし、それにより出勤日

数を算出する。 

なお、賞与日割については、それぞれの期間の所定労働日数を基礎に算出する。 

※その他の無給の休暇・休職等も含む 

b)基準日 

本給、役割、職務および資格は 2023 年 3 月 31 日現在とする。 

※４月１日にメイト社員から社員に転換した者は、４月１日現在とする。 

※2023 年 10 月１日から 2024 年 6 月 1 日までに社員からエルダースタッフに転換した者は、エルダース

タッフとしての賞与を支給する。 

c)賞与支給方法 

期間中欠勤のない者      ：本給×評価別支給ヵ月 

期間中欠勤、休職のある者  ：本給×評価別支給ヵ月×（ 出勤日数／所定労働日数 ) 

※期中で入社した者については、社員としての在籍期間が賞与考課期間の 3 ヵ月以上の場合には賞与支

給対象者に含むものとする。 

 

※細部の取り扱いについては、会社・組合協議の上決定する。 

※ただし、企業環境に大きな変化が生じた場合には、メンバーの賞与について別途交渉をすることがある。 
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 3）メイト社員 

➀評価分布 

     評価分布を以下の通り要求します。 

平均 B 評価以上とした分布とする 

②賞与支給表   

  支給表を以下の通り要求します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※2024 年 4 月１日に入社した者の初回賞与は一律 0.50 ヵ月を要求します。 

 

＜支給細則＞ 

メイト社員の 2024 年 6 月賞与の支給対象・基準日・支給方法は、以下の通り要求します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

a)支給対象 

2023 年 10 月１日から 2024 年 3 月 31 日まで勤務し、引き続き支給当日在籍している者。 

ただし、期間中欠勤・休職等のあるものは、それぞれ定めた支給方法で支給する。その際、欠勤日数・休職

日数等(育児休職・介護休職等※)は期間中の休日・連続休暇等を除く実質日数とし、それにより出勤日数

を算出する。なお、賞与日割については、それぞれの期間の所定労働日数を基礎に算出する。 

※その他の無給の休暇・休職等も含む 

 

b)基準日 

本給および職務は 2024 年 3 月 31 日現在とする。 

なお、2023 年 10 月１日から 2024 年 6 月 1 日までにメイト社員からエルダースタッフに転換した者は、エ

ルダースタッフとしての賞与を支給する。 

 

C)賞与支給方法 

期間中欠勤のない者      ：本給×支給ヵ月 

期間中欠勤、休職のある者  ：本給×支給ヵ月×（ 出勤日数／所定労働日数 ) 

※期中で入社した者については、メイト社員としての在籍期間が賞与考課期間の 3 ヵ月以上の場合には賞

与支給対象者に含むものとする。 

 

※細部の取り扱いについては、会社・組合協議の上決定する。 

※ただし、企業環境に大きな変化が生じた場合には、メンバーの賞与について別途交渉をすることがある。 

単位:ヶ月

評価 支給ヶ月

S 0.70

A 0.60

B 0.50

C 0.40

D 0.00

支給ヵ月 
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４）エルダースタッフⅠ･Ⅱ（時給制） 

①基本賞与 

    支給ヵ月は以下の通り要求します。 

みなし本給（時間給×週契約時間×52 週/12 ヵ月、円単位切上げ）×1.0 ヵ月  

②賞与加算 

   賞与加算を以下の通り要求します。 

S 評価 A 評価 

0.4 ヵ月 0.2 ヵ月 

※評価結果については、労使で確認を行います。 

＜支給細則＞ 

エルダースタッフⅠ･Ⅱの 2024 年 6 月賞与の支給対象・基準日・支給方法は、以下の通り要求します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

a)支給対象 

2023 年 10 月１日から 2024 年 3 月 31 日まで勤務し、引き続き支給当日在籍している者。 

ただし、期間中欠勤・休職等のあるものは、それぞれ定めた支給方法で支給する。その際、欠勤日数・休職

日数等(育児休職・介護休職等※)は期間中の休日・連続休暇等を除く実質日数とし、それにより出勤日数

を算出する。なお、賞与日割については、それぞれの期間の所定労働日数を基礎に算出する。 

※その他の無給の休暇・休職等も含む 

 

b)基準日 

みなし本給は 2024 年 6 月 1 日時点の時間給・週契約時間をもとに算出した月額基準給与にもとづく。 

なお、2023 年 10 月１日から 2024 年 6 月 1 日までにエルダースタッフⅠ･Ⅱに転換した者は、エルダース

タッフⅠ・Ⅱとしての賞与を支給する。 

 

C)賞与支給方法 

期間中欠勤のない者   みなし本給×1.0 ヵ月 

期間中欠勤のある者   月初から月末までの 1 ヵ月間にまったく出勤がない場合は、1/6 を控除する。 

  支給対象者に入らない長期療養中・中途入社者については労使協議の上決定する。 

 

※細部の取り扱いについては、会社・組合協議の上決定する。 

※ただし、企業環境に大きな変化が生じた場合には、メンバーの賞与について別途交渉をすることがある。 
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5）エルダースタッフⅢ(月給制) 

  ①基本賞与 

    支給ヵ月は以下の通り要求します。 

月例給×1.0 ヵ月 
 

  ②賞与加算 

   賞与加算を以下の通り要求します。 

S 評価 A 評価 

0.4 ヵ月 0.2 ヵ月 

※評価結果については、労使で確認を行います。 

＜支給細則＞ 

エルダースタッフⅢの 2024 年 6 月賞与の支給対象・基準日・支給方法は、以下の通り要求します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■賞与支給予定日：2024 年 6 月 14 日（金） 

 

 

a)支給対象 

2023 年 10 月１日から 2024 年 3 月 31 日まで勤務し、引き続き支給当日在籍している者。 

ただし、期間中欠勤・休職等のあるものは、それぞれ定めた支給方法で支給する。その際、欠勤日数・休職日

数等(育児休職・介護休職等※)は期間中の休日・連続休暇等を除く実質日数とし、それにより出勤日数を算

出する。 

なお、賞与日割については、それぞれの期間の所定労働日数を基礎に算出する。 

※その他の無給の休暇・休職等も含む 

 

b)基準日 

本給は 2024 年 6 月 1 日時点の月額基準給与にもとづく 

なお、2023 年 10 月１日から 2024 年 6 月 1 日までにエルダースタッフⅢに転換した者は、エルダースタッフ

Ⅲとしての賞与を支給する。 

 

c)賞与支給方法 

期間中欠勤のない者  ：本給×1.00 ヵ月 

期間中欠勤のある者  ：本給×1.00 ヵ月×(出勤日数/所定労働日数) 

※細部の取り扱いについては、会社・組合協議の上決定する。 

※ただし、企業環境に大きな変化が生じた場合には、メンバーの賞与について別途交渉をすることがある。 

【労使協議会】  5 月 27 日（月）14:00~ 

会社回答については、後日組合ホームページでお知らせいたします。 ⇒ https://www.imgu.or.jp/  
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Ⅱ．2024 年度労使通年協議について 

2024 年度は、以下の項目に労使間で取り組んでいきます。 
 

人に関わ

る諸制度 

１.2024 年度賞与における

業績評価指標の設定 

・2024 年度賞与（2024 年 12 月、2025 年 6 月）の水準

を検討する上で使用する指標を設定します。 

・6 月を目途に設定する方向で検討していきます。 

２.メイト社員の本給制度 

の見直し 

・社員の本給制度改定の考え方にもとづき、メイト社員の本給制

度についても見直しをおこないます。 

３.人事関連諸制度の拡充 

の検討 

・グループ各社や他社事例を参考に、スタジオアルタのメンバーにと

って魅力的な人事制度となるよう、検討をおこないます。 

・特に本給に関しては、事業の中期ビジョンや組合の労働福祉ビ

ジョン※の考え方を踏まえ、あるべき水準の実現に向け協議を進

めていきます。 

     ※P14 以降に“労働福祉ビジョン”を掲載しています 

４.賞与支給表の引上げ ・あるべき賞与水準を労使で意識合わせし、引上げにむけた具体

的な協議を進めていきます。 

働く環境

の整備 

１.年間総実労働時間の 

短縮 

・総実労働時間の短縮に向けた打ち手を検討していきます。 

・併せて深夜業務などこれまでおこなっていなかった働き方が増え

る中、長時間労働にならないためのルールを労使で検討していき

ます。 

２.ハラスメント撲滅 ・グループ全体で取り組むハラスメント撲滅につながる取り組みを

推進していきます。 

・また、自社の特性を踏まえた「しない・させない・許さない」ための

取り組みを進めていきます。 

   

  【2024年度の組合の取組みについて】 

 本年度のスタジオアルタは、三越伊勢丹をはじめとするグループ各社の広告宣伝業務に関わるメン

バー約 150名が働くこれまで以上に大きな事業規模の企業となりました。同時に主力であるアルタ

ビジョンの最終年度としてこれまでの実績に有終の美を飾るべく取り組む年度になります。 

 こうした環境下において、メンバー一人ひとりが本年度のアクションプランを理解し日々の業務に

反映していくことが重要と捉えています。また 2024年度以降もグループの目指す“まち化”の実

現と“世界”に目を向けた事業展開を見据えて業務に望むことが求められていきます。 

 組合はこうした単年度と中期の計画を着実に進め目標とする業績を実現していくことは、私たちの

労働条件を高めていくことにもつながると捉えています。このあるべき労働条件の実現に向けては

2024年度春の交渉で定めた“労働福祉ビジョン”をもとにした取り組みを進めていきます。 
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＜参考：スタジオアルタ直轄分会 労働福祉ビジョン＞ 
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